









パネル発表 「デザ イ ン理 論 』46/2005
さ さや き声 に よ るイ ンス タ レー シ ョン
山口良 臣/名 古屋市立大学
この4年 ほ どの間,さ さや き声を使 ったイ
ンスタレー シ ョンを各地で発表 してきた。 さ
さや き声 はいつ だ って 自分だけに向け られて
いるような気分 にさせ るが,辺 りに声 の主 は
見当 たらな い。 いつ もの場所がいつ もの場所
ではな くな っている,い つ もと同 じよ うには
見えない,あ るいは,同 じようには感 じられ
ないとい った事態 を,話 し言葉 によ って出現
させ られな いだろ うか と考えた ことか ら,さ
さや き声の シ リーズが始ま った。
今回のパネル発表で は,こ れまで発表 して
きた作品をパ ネルで紹介す るとともに,音 声
ボー ド1枚 だ けの小規模な システムを展示 し
た。
ささや き声 は 「あなたは どこにいるの?」,
「あなたは誰?」 といった質問で構成 されて
いる。それ らの質問 は,ど のよ うな流 れの中
で発せ られたかによって意味 も異 なって くる。
しか し,流 れ を読み とろうとして も読 み とる
すべ はない。 また,質 問に答えよ うとして も
相手 はいな い。 いわ ば,宙 吊 りにされた状態
で,人 はその空間 にたたずむ ことになる。
システムは,赤 外線セ ンサーが人 を感知す
るた びに,音 声 ボー ドに記録 されたささやき





































誰だ?/誰 か来た/誰 なの?/誰?/誰 かいる?
/誰かいるの?
それぞれの柱には赤外線センサー,音声ボー ド,

























芸術祭典 ・京/公募 「京を創る」/醍醐寺 ・京都市
2000年5月12日一21日
道の中程に双眼鏡が据え付けられていて,近 づく
とささやき声が聞こえてくる。
「あんた,何 してんの?」
双眼鏡を覗くと,双眼鏡を覗いている自分の後姿
が見え,さ さやき声が重なる。
「あんた,何見てんの?」
「あんた,何 が見えんの?」
「なあ,何が見えんの?」
「あんた,見 られてるえ。」
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